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原水爆禁止2009年世界大会・科学者集会 
メインテーマ  核兵器廃絶の流れを世界の大河に 

 

▼ 日時 2009 年８月２日（日）10 時－1６時半 

▼ 会場 兵庫県私学会館４階大ホール 
（神戸市中央区北長狭通４丁目３－１３、JR「元町」からすぐ） 
▼ 参加費 一般 1000 円 学生・院生 500 円 

核兵器廃絶の流れを世界の大河に 

 2009 年４月６日、朝刊各紙の一面を二つの重大ニュースが占めた。一つはア
メリカのオバマ大統領がプラハで数万の聴衆に向かい、「核を使用した唯一の保

有国としての責任」から「核のない平和で安全な世界をアメリカ合衆国が追及し

て行くことを明確に宣言する」と演説したことである。その夜のテレビは、高齢

の被爆者が「長い努力をつみ重ねて来て、やっと今日このニュースを聞くことが

できました」と涙ぐむ姿を映した。もう一つは、北朝鮮の発射した「ミサイル」

が東北地方の上空を通過したという報道である。日本政府は、今にもそれが頭上

に落ちて来るように騒ぎ立ててミサイル迎撃装置を展開し、国連安保理事会に北

への制裁を決定させた。 
北朝鮮は制裁に対抗して 5月 25日に地下核爆発実験を強行し、与党の一部に
は「日本国の核武装を真剣に考える」議員集団が発足した。このように好戦的な

雰囲気があおられる中で、かつて「太陽政策」を推進した元韓国大統領の金大中

氏の「北の指導者は話の出来ない相手ではない。クリントン大統領と自分が協力

して働きかけたときには北の核放棄が進んだ。ブッシュ政権がそれを台無しにし

たのだ」などの指摘（『朝日』４月 22日）は注目すべきではないだろうか。 
日本から始まった原水爆禁止運動の長い歴史が、ようやく世界に核兵器廃絶の

大きな流れを生み出そうとしている。これを妨げさせてはならない。2000 年の
NPT（核兵器不拡散条約）再検討会議での「核兵器保有国は自国の核兵器の完全
な廃絶を達成する」との「明確な約束」を、2010 年の再検討会議で確実なもの
とすることをはじめ、いまこそ世界の人々とともに核兵器廃絶の力強い歩みを進

めなければならない。被爆国日本の役割はとくに大きい。日本は、そして国民は、

今何をすべきかを論じ、我々自身の明日からの実践の指針とすることを今年の集

会の課題としたい。 
各分野の研究者各位、そして平和を愛する市民・学生の皆さんの積極的なご参

加と活発な御討論をお願いする。 
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原水爆禁止 2009 年世界大会・科学者集会 プログラム 
 

9：30 開場 
 

10：00 ＜開会あいさつ＞ 実行委員長 金持 徹（神戸大学名誉教授） 
 

10：15 ＜基調報告＞核兵器のない世界へ－アジアからの視点 
石川 康宏（神戸女学院大学） 
 

11：05 ＜報告＞北朝鮮の「核」開発問題をめぐって 
康 宗憲（早稲田大学・客員教授） 
 

11：35 ＜ビデオ・メッセージ＞（題未定） 
益川 敏英（京都産業大学） 
 

11：55 （昼食休憩） 
 

12：50 ＜海外代表の特別報告＞（質問を含む） 
 

13：50 ＜報告＞オバマ政権下のアメリカの動向（仮） 

（交渉中） 
 

14：20 ＜報告＞原爆被爆者集団訴訟が明らかにしたもの 
沢田 昭二（名古屋大学名誉教授） 
 

14：40 （休憩） 
 

14：50 ＜報告＞沖縄の基地再編問題 

亀山 統一（日本科学者会議沖縄支部） 
 

15：10 ＜報告＞核廃絶と憲法９条  

和田 進（神戸大学発達科学部） 
 

15：30 ＜報告＞「非核神戸方式」と NPT再検討会議 
梶本 修史（兵庫県原水協） 
 

15：50 ＜総合討論＞ 
 

16：15 ＜集会のまとめと閉会あいさつ＞ 
 

16：30 閉会 

―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・― 

▼ 会場のロビーには若干の展示スペースがあります。ポスター展示などをご希望の方
は、地元実行委員にご連絡ください。 
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◆ 集会の進め方 

・プログラムのように分科会方式はとらず、すべて全体会で行います。 

・時間は限られますが、会場からも積極的な発言を期待します。ご希望の方は添付の参

加申込書に必要事項を記入して、あらかじめご送付ください。発言はお一人３分以内で

お願いします（時間厳守）。 

◆ 参加申し込みなど 

・集会にご参加の方は、添付の申込書に必要事項を記入して、なるべく早く実行委員会

へご送付ください（FAXまたはMAIL可）。もちろん、当日のご参加も受け付けますが、
準備のため、事前申し込みにご協力ください。 

・宿舎が必要な方は、各自で手配をお願いします。 

◆ 参加費 

・集会の参加費は当日、受付でいただきます。 

 

原水爆禁止 2009年世界大会・科学者集会実行委員会 
〒113-0034 東京都文京区湯島１－９－１５ 茶州ビル９階 

日本科学者会議気付 
TEL 03-3812-1472  FAX 03-3813-2363   
E-Mail zenkoku@jsa.gr.jp 

 
 
 
 

原水爆禁止 2009 年世界大会・科学者集会 参加申込書 
 

氏名： 勤務先・所属団体など： 

連絡先：〒 

 

 

 

 

 

TEL               E-Mail 

会場から発言を希望される場合、そのテーマなどをご記入ください。 

 

 

 

 

 

備考： 専門分野： 
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JR「元町」への交通案内 
 

JR 新幹線 

 西明石           新神戸              新大阪 

                       神戸市営地下鉄 

明石・・・神戸――元町――三宮・・・芦屋・・尼崎・・・大阪 

JR 神戸線（東海道本線・山陽本線） 

・JR新幹線「新神戸」からは神戸市営地下鉄で「三宮」へ出て（１駅）、JR在来線で「元
町」へ（１駅）。「新神戸」から「元町」への JR 直接連絡はないので、注意。地下鉄乗
り換えはかなり徒歩距離があり、「元町」まで 25分程度必要。 
・新幹線の「新大阪」または「西明石」から JR 在来線利用も可。快速で「新大阪」か
ら「元町」まで約 40分、「西明石」から「元町」まで約 30分。なお、新快速は「元町」
には停車しないので、「三宮」または「神戸」で乗り換え。 

・大阪（伊丹）空港、関西空港からは「三宮」ゆきリムジンバスあり。伊丹からは約 40
分、関空からは約 65分。神戸空港からは「三宮」までポートライナーで約 20分。 

会場付近の案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜原水爆禁止 2009 年世界大会・科学者集会 実行委員会＞ 
委員長 
金持 徹（神戸大学名誉教授、電子工学） 

事務局長 
後藤 隆雄（元神戸大学工学部、計測工学） 

事務局次長 
野口 邦和（日本大学、放射線防護学） 

委 員 
岩本 智之（日本科学者会議大阪支部、気象学） 
大辻 友雄（元神戸大学海事科学部、エネルギー工学） 

 

 
梶本 修史（原水爆禁止兵庫県協議会） 
木村 良夫（兵庫県立大学経済学部、数学） 
坂江 渉（日本科学者会議兵庫支部、日本古代史） 
人見 佐知子（日本科学者会議兵庫支部、日本近代史） 
廣森 勝久（元神戸大学理学部、数学） 
深尾 正之（日本科学者会議京都支部、プラズマ物理学） 
松井 安俊（元産業技術総合研究所、環境科学） 
山崎 文徳（立命館大学非常勤講師、技術論）

現地実行委員連絡先 ： 後藤隆雄 078-753-0712 takao-go@juno.ocn.ne.jp

西出口  JR 元町駅  東出口 

鯉
川
筋 

兵庫県私学会館 
TEL 078-331-6623 
http://www.hyogo-shigaku.or.jp/ 
右図のように、JR「元町」東出口 
から数分 
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